様式第２号（第７条関係）

起　業　計　画　書

１　申請者の概要
	氏　　　名
	
	生年月日
及び年齢
	年　　　月　　日
満　　　歳

	現　住　所
（申請にかかる
連絡先）
	〒　　　－　　　　


　　　ＴＥＬ
　　　ＦＡＸ

	移住後の住所
	かつらぎ町大字

	職　歴
	年　　　月
	

	
	年　　　月
	

	
	年　　　月
	

	今までに取得した技術・技能などアピールしたいこと
	

	資格等
	


注１　「移住後の住所」は、現在町外に居住している場合のみ記入すること。
注２　住民票を添付すること。



２　起業の概要
	事　業　名
	

	⑴　起業の概要





⑵　活用する地域資源及びその活用方法

⑶　地域への波及効果

⑷　事業実施上の問題点・リスクとその解決方法

⑸　起業準備の着手状況と今後の予定


※10年以上定住する意志（いずれかに〇）【　　ある　　：　　ない　　】


注１　「事業名」には、事業の概要がわかる計画名を記載すること。
注２　「⑴起業の概要」には、事業全体の内容について、事業の目的、事業の目標、事業の内容、製品やサービスの内容、販売ルートの確保、事業の独創性、事業化の基礎となる知識や技術等について記載すること。
注３　「⑶地域への波及効果」には、⑵の地域資源を活用することによるメリット等について特に記載すること。
注４　「⑸起業準備の着手状況と今後の予定」には、起業に向けた現在の準備状況と今後必要な作業の内容を具体的に記入し、今後必要な作業については当該作業の実施予定時期を記入すること。



３　起業の計画
	開業予定日
	

	開業予定場所
及びそこを拠点とした理由
	予定場所（所在地）



拠点とした理由






	開業予定場所の
確保状況
	（取得済み・売買契約予定・賃貸借契約予定など）






	事業所の名称
	

	従業員数（予定）
	

	資本金（円）
	


注１　「開業」とは、取引や売買など実際に業務を開始することをいう。
注２　「資本金」は、法人設立予定の場合のみ記入すること。


 ４　資金計画
　⑴　当初運転資金計画
	名　　　称
	金　　額（円）
	積　算　内　訳

	
	年度
	年度
	年度
	

	商品・原材料等の
仕入れ資金
	
	
	
	

	人件費等
	
	
	
	

	その他の資金
	
	
	
	

	計
	(Ａ)
	
	
	



　⑵　設備等投資計画
	導入する設備等
	取得等に要する費用（円）
	備　　　考
（取得等の方法等）

	
	年度
	年度
	年度
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	(Ｂ)
	
	
	


注　「導入する設備等」の欄は、補助対象設備のほか設備投資するものすべてについて記入すること。

⑶　資金調達（起業時に必要な資金（(Ａ)＋(Ｂ)の調達先）
	資金調達先
	金　　額（円）
	調　達　先
	備考

	
	年度
	年度
	年度
	
	

	自己資金
	
	
	
	
	

	借入金
	
	
	
	
	

	補助金
	
	
	
	かつらぎ町起業支援事業補助金
	

	その他
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	



　⑷　加算措置
	
空き家等の活用の有無（いずれかに○）
	
ある　　　：　　　ない


注　加算措置の適用を希望する場合は、必要書類を添付すること。（現況写真や位置図等）

[bookmark: _GoBack]


５　収支計画（起業後の収支）
	
	年度
	年度
	年度

	①売上高
	
	
	

	
	原材料費
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	②原価（変動費）
	
	
	

	③粗利益（①－②）
	
	
	

	

	人件費
	
	
	

	
	家賃
	
	
	

	
	光熱水費
	
	
	

	
	通信費
	
	
	

	
	宣伝広告費
	
	
	

	
	減価償却費
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	④経費（固定費）
	
	
	

	⑤営業利益（③－④）
	
	
	


注　必要に応じて項目を追加・修正すること。
注　原価として処理がそぐわない場合でも、売上の増減により変動する経費は、②にまとめて記載すること。
＊固定費：売上に関係なくかかる経費で、仮に売上が０でも支払いが発生する費用
＊変動費：売上の増減により変動する経費


６　その他（特にアピールしておきたいこと）
　起業に向けてのあなたの熱意や、起業までの目途、地域経済への波及効果など特筆すべきことをご記入ください。

	


























